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6 月 28 日、小金井市新焼却施設
建設場選定等市民検討委員会(以下
検討委員会)は、新焼却場の候補地と
して、二枚橋焼却場用地(右の地図の
ように調布と府中の土地が含まれ

ている)を一ヶ所答申したが、これを
受けて稲葉小金井市長は、7 月 31
日調布市長と府中市長に、協議の申

し入れを行った。 
8 月 22 日は、府中市は府中市議

会建設環境委員協議会を持った。こ

の協議会に対し府中のごみ改革推

進本部は｢協議には応じることとし、

調布市の動向を勘案しながら対処

したいとの方針を示したという。こ

の方針に対し同協議会は｢了｣とし

た。なお複数の委員から｢府中の損

にならないように｣との意見がなさ

れたという。 
8 月 27 日に開かれた調布市議会

会員協議会で調布市長は小金井市

長からの申し入れに対し｢二枚橋焼

却場跡地の調布市域への焼却場建

設は以前から反対している。当初か

ら私の考えはゆるぎない｣とあらた

めて反対を表明した。同市は焼却場

以外の付帯施設についても｢実質的

に無理｣と表明した。 
これを受けて 8月 28日の記者会見
で稲葉小金井市長は｢これまでと変

わっていないと思うが、今後もご理

解いただけるよう最大限の努力を

していく｣と述べた。 

現在小金井市は国分寺市に対し

平成 28 年頃まで国分寺市で小金井
のごみを燃してもらい、平成 29 年
から国分寺市のごみも小金井市の

焼却場で処理する案を提案してい

る。調布、府中市に二枚橋用地の同

意が年内に得られなければ、他の焼 

 6 月 28 日、市民検討委員会が、
二枚橋焼却場用地の一ヶ所答申を

賛成 17、反対 6 で行ったことに対
し、市民の中から無責任だとの声が

上がっている。 
 この二枚橋焼却場用地は上図

の敷地平面図にあるように、全体が 
11800㎡があるとはいえ、小金井

市の行政面積は 4100㎡、調布市が
5100㎡、府中市が 1800㎡である。 
市民検討委員会は焼却施設なら、

8000㎡、非焼却施設なら 6000㎡以
上が必要と決めている。従って上記  
 

却場用地を国分寺に示さねばなら

ない状況になっている。東部の環境

をよくする会は｢前から指摘してる

ように市は二枚橋跡地以外の場所

を早急に示すべき｣と申し入れると

いう。 
 

平面図にあるように小金井市の

4100 ㎡でも焼却(処理)施設は建た
ない。しかも調布市市議会は昨年の

3 月に二枚橋焼却場用地での小金井

市の焼却施設建設反対を全会一致

で議決している。調布、府中市民か

らも市民検討委員会に反対の文書 

が届いている。にもかかわらず二枚

橋焼却場用地の１ヶ所答申に賛成

した検討委員が 17名もいたことに
市民の中には｢なぜ?｣という声がお
こっている。 
 長い間市民検討委員会を傍聴し 

 

てきた緑町のＨ氏は｢よその市の土

地にごみ焼却場を建てようとの考

えがそもそもまちがい。 
しかもその市が反対しているとい

うのに。」という。 
もう 1人の傍聴者の東町の Kさん
は「1ヶ所答申というのでは調布市、
府中市に喧嘩を売っているような

もの、あきれた」と言う。 
 尚、二枚橋焼却場用地の 1ヶ所答
申に反対したのは学識経験者の村

山武彦、建設候補地団体代表の佐野

浩、久保田俊一、一般公募の福島幸

徳、金山乃婦子、細谷洋一郎の6氏。 

 二枚橋焼却場用地を一ヶ所答申

をした 6月 28日と 7月 26日に東部

の環境を良くする会(小出廣志会

長)は｢市の誘導によるものとはい

え、不当・非常識・無責任な答申｣

と非難。「市のゴミ行政を見直し、

市民が安心して暮らせるよう焼却

場用地を選定すべきだ」とのコメン

ト及び、声明を発表した。 

 7 月 22 日、一般公募で検討委員と

なった福島幸徳氏(東町5丁目)が辞

表を提出した。 

 二枚橋用地は、煙突制限、段丘、

ダイオキシン、逆転層があり、不適

地だと訴えたが、他の委員には全く

理解してもらえなかったことが判

明したからと述べている。 

二枚橋一ヶ所答申に「なぜ!?」の声 

 東部の会 

不当・非常識な答申だ 

検討委 

福島幸徳氏辞任 

                府中市・・・・・「調布市の動向みて決める」 

        調布市・・・・・「反対の考えは変わらない」 

        小金井市・・・「ご理解ねがえる努力する」 
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